
  

  

 

原点から考え、ＮＤＭに貢献する。               （有）アイ・エス・エル 

〒631-0063 奈良市帝塚山中町１２－７

Home-page:http://www1.kcn.ne.jp/~isl/                                     Email:isl@kcn.ne.jp or isl@kcn.ne.jp 

 

アクセサリー類 
弊社では色々な超音波非破壊検査に便利なアクセサリーを販売しています。 

 

① 探触子印加電圧電流測定アダプター VIM1LS（LEMO小）  VIM1B（BNC） 

探触子に流れる電流電圧

を測定する事は探触子か

ら発生する音圧を測定す

るのに重要です。市販パ

ルサーは非線形動作をす

る為、温度や設定条件で印加電圧と電流が激しく変化し

ます。実験に際して探触子から安定した音波が出ている

か確認する必要があります。右図は市販パルサーの無誘

導抵抗負荷特性です。負荷のインピーダンスに依って、流れる電流波形が変化します。

パルサーの電源電圧やエネルギースイッチを変化させた場合も変化します。探触子で

は、純抵抗で無い為激しく変化します。 

 

② 直列ダンピング・アダプター SDA1B 

最近の半導体の進化のお蔭で探傷器やパルサーの出力インピ

ーダンスが下がってきています。その為送信音波に高周波成

分が多くなって、探傷肉厚計測でSNが劣化します。オンライ

ン用の専用精密肉厚測定装置では送信回路に適切なインダク

タンスや抵抗を入れSNを最良にしています。市販探傷器など

では、こ機能は省かれています。もう少しSNを上げたい時の

アダプターです。12.5/25Ωと50/100Ωと200/500Ωの3種あ

ります。 

 

③ 高耐圧フィルタ FHP,FLP 

探傷器やパルサーは数百Ｖのパルス電圧を発生します。探触子に特定の周波数成分の

み送りたい場合、或いは一探触子法で受信電圧波形の周波数成分を観測する為のフィ

ルタです。ＨＰ，ＬＰ，ＢＦをの製造できます。減衰率は標準は12dB/Octですが、

24dB/Oct製作可能です。また耐圧は200V,1000V,2500V,5000Vと4種あります。500V品で

カットオフ周波数は0.01MHz～100MHzで指定いただけます。 

 

④ ＥＭＩノイズ対策用品 探触子や探触子ケーブルから入ってくるノイズを対処します。

コモン・モード・ノイズに非常に有効です。 

ＮＳ１１：2.5Φ同軸用ﾉｲｽﾞ取ｷｯﾄ ＮＳ１２：2.5Φ平行同軸用ﾉｲｽﾞ取ｷｯﾄ 

   ノイズに強ケーブルは「アーマード＆二重シールドケーブル」参照ください。 

   ノイズ対策には次項のインピーダンス変換も有効です。 

 



  

  

⑤ 探触子インピーダンス変換器 ＩＴ４１、ＩＴ

１４、ＩＴ１９，ＩＴ１１６，ＩＴ１２５など 

 探触子の電気的インピーダンスを変換するも

のです。ＩＴ１４，ＩＴ４１は公称 0.5～

25MHzの市販探触子に対応しています。 

 感度余裕や電気的ＳＮを改善したい場合に使

います。１：４、１：９、１：１６、１：２５

などと、その逆などがあります。コネクターは全て

ＢＮＣです。他のコネクターの場合は「変換コネク

ター」をご使用ください。例えば５０オームで最高

感度になる探傷系で、探触子のインピーダンスが４

倍変化すると送・受信感度は約半分になります（右

図参照 ５０Ω で最適化された送・受信系で探触子のインピーダンスを変化させた場合

の信号振幅変化の図。縦軸相対感度、横軸探触子インピーダンス）。 

１２～２００Ω程度のインピーダンスの探触子なら、インピーダンス・ミスマッチン

グによる感度低下をあまり気にしなくても良いです。市販の標準的なセラミック探触

子は大体この範囲です。セラミック振動子でも、５MHｚでΦ２０など、通常より大面

積や、１MHｚでΦ１０とか面積が小さいと、範囲外になります。１－３コンポジット

系は大概低めで大半範囲外です。アレイ探触子の様な小さな振動子も範囲外になりま

す。その様な探触子の場合はインピーダンス変換アダプターを挿入すると、感度余裕

と電気的ＳＮ改善されます（右波形参照）。 １：４変換器を２個直列にすると１：１

６の変換器となり、１：９と１：４を直列にすると１：３６の変換器となります。入

出力を逆にすると４：１、３６：１などが可能です。  この変換器は帯域が非常に

広いので、５０Ω 系探傷器、パルサーでは挿入する事による波形の変化は少ないです。 

 

⑥ 信号電圧変換器 ＶＴＲ２１，ＶＴＲ３１，ＶＴＲ４１，ＶＴＲ５１，ＶＴＴ１２，

ＶＴＴ１３，ＶＴＴ１４，ＶＴＴ１５など 

 受信アンプ入力コネックターに挿入し、受信信号振幅を増大させるものが VTRxx で

す。一方送信パルサー出力コネクターに挿入し、送

信パルス振幅を増大させるものが VTTxx です。感度

余裕や電気的ＳＮを改善したい場合に使います。ま

た送信電圧を上げて強い超音波を出す為にも使えま

す。市販の探触子の多くは公称数波数でのインピー

ダンスが 20～200Ωです。このアダプターはこの範囲

の探触子を前提に設計しています。VTR21 と VTT12 は

帯域が 0.1～100MHz で設計しています。5μ秒の最大耐圧は 5kV です。繋ぎ方の例を示

します。送信電圧を上げる中央の例では探触子には探傷器の送信電振幅が増幅され右

図の様に探触子に印加します。探触子は十分耐圧のあるものを使う必要あります。 

 

⑦ 一探二探変換器 兼 オシロスコープ直接観測用アダプター CM10a  

 一探触子法のパルサーレシーバや肉厚計にニ探触子法の探

触子を繋ぎたい場合使用します。また別の用途として、高電

圧パルサーが印加されている探触子の波形を直接オシロスコ

ープで観測する為に使えます。探傷器やパルサーレシーバを

通さない生波形

が観測できます。

オシロスコープ

へ送信パルス電



  

  

圧が伝わるのを防ぎ、オシロすコープを壊す恐れはありません。標準型 CM10a は送信

電圧 600V までの 0.1～50MHz の帯域の市販探傷器、パルサーレシーバに対応していま

す。この約 10倍の電力を CM10Haは伝えることができます。 

 

 

⑧ リモート・パルサー用オシロスコープ直接観測用アダプタ

ー ＣＭ１１ 

弊社のリモート・パルサーレシーバの出力波形を、メイン

アンプを通さず直接観測したい場合に使います。パルサー

レシーバのアンプはその帯域内でも位相特性の変化や僅か

な回路内反射があるので、厳密な測定には成るべく生波形

に近い部分で観測するのがベストです。一方 CM10 等の分

離回路を用いて波形観測するとアンプ前の波形が観測され

ますが、CM10 の特性が入ってきてしまいます。探触子の

種類や計測条件により、CM10と CM11の何れを使った方が良いか変わります。 


